
第３回 田原本町清掃工場跡地利用検討委員会 概要 

 

開催日 平成３０年６月２５日（月） 

 

○跡地利用の検討 

［要望・検討の進捗状況］ 

・屋根に太陽光発電を用いた独立電源設置の検討についての進捗状況は。 

・防災学習・防災教育ができる機能を備えた施設設置の検討についての進捗状況は。 

・東側（飛鳥川堤防）からの進入路設置の検討についての進捗状況は。 

・マンホールトイレは男性用女性用で離れた位置に設置することについての進捗状況は。 

 （進捗状況の事務局説明） 

・防災倉庫・備蓄倉庫の建てる規模にもよりますが、屋根に太陽光発電を設置して独立電源

が確保できればと考えています。 

・防災教育のソフト面については、防災倉庫・備蓄倉庫の中に会議室が設けられるようであ

れば、防災学習・教育につなげていきたいと考えています。 

・進入路を飛鳥川沿いの東側にし、やすらぎ体育館・やすらぎ公園の進入路を閉鎖すること

により、有効な土地利用ができればと考えています。 

・マンホールトイレの、男性用・女性用を離して設置すること、また、多目的トイレの設置

についても、設置できればと考えています。 

 

［質問事項］ 

・パーゴラとはどういうものか。 

・防災公園についての計画している基礎データはあるのか。 

・防災倉庫・備蓄倉庫のベースとなるデータはあるのか。 

・次回の検討委員会には、データの提出は可能なのか。 

・現在の防災公園の計画図の作成者は誰なのか。 

・検討会議での意見の反映はどのように考えているのか。 

・資料の作成は専門的知識を有した者に作成させるべきではないのか。 

（事務局の回答） 

・パーゴラとは日陰になる藤棚のようなものであります。 

・現在、計画しています防災公園の基礎的なデータはありません。 

・防災倉庫・備蓄倉庫については規模の設定を考えているところです。 

・防災倉庫の規模などについては提出できる範囲でお示しします。 

・現在の防災公園の計画図（素案）は町の職員が作成しました。 

・貴重なご意見として、取り入れられるものについては積極的に反映していきます。 

・今後、業者に委託して、基本計画・基本設計を策定します。 


